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　全国各地にある名所や名物、もちろん熊野町にもたくさんあります。そんな町内に埋もれた、
さまざまなモノ・場所などの「エエところ」を紹介するコーナーです。
　今回は「熊野東中学校の校歌」にまつわるレポートです。

シリーズ�

第13回�

「友愛」、「真実」そして「平和」と。 ～vol.３ 熊野東中学校校歌～�
一
、
峰
染
め
て
　
目
覚
む
る
杜
の
�

　
　
緑
濃
き
　
山
ふ
と
こ
ろ
に
�

　
　
え
に
し
あ
り
　
集
ひ
し
わ
れ
ら
�

　
　
友
愛
の
　
絆
は
か
た
し
�

�二
、
眉
あ
げ
て
　
光
に
向
け
ば
�

　
　
行
く
雲
に
　
心
は
た
め
く
�

　
　
望
み
あ
り
　
磨
か
む
わ
れ
ら
�

　
　
真
実
の
　
ゆ
く
え
遥
か
に
�

�三
、
た
ぎ
つ
瀬
の
　
流
れ
さ
や
か
に
�

　
　
受
け
継
が
む
　
祖
の
い
さ
お
し
�

　
　
た
い
ら
ぎ
の
　
永
久
な
る
道
に
�

　
　
使
命
あ
り
　
歩
み
は
な
が
し
�

�四
、
二
つ
な
き
　
い
の
ち
に
覚
む
る
�

　
　
ま
な
か
ひ
に
　
歴
史
を
お
さ
め
て
�

　
　
お
の
が
じ
し
　
業
を
鍛
え
む
�

　
　
栄
え
あ
る
　
熊
野
東
中
学
校
�

�　
こ
れ
は
東
中
学
校
校
歌
で
あ
る
。
作

詞
を
担
当
さ
れ
た
の
は
、
初
代
校
長
・

加
川
次
男
先
生
（
82
才
）。
い
っ
た
い
ど

ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
校
歌
は
作
ら
れ
た
の

だ
ろ
う
か
？
今
回
は
、
歌
へ
込
め
ら
れ

た
思
い
を
、
再
発
見
〜
！
�

　
東
中
学
校
へ
続
く
坂
道
、
通
称
「
が

ま
ん
坂
」
右
手
に
、
一
昨
年
、
初
代
加

川
次
男
校
長
の
詩
を
刻
ん
だ
創
立
25
周

年
記
念
碑
が
据
え
ら
れ
た
。�

�　
校
長
室
に
入
る
と
、
大
畑
校
長
と
、

初
代
加
川
校
長
と
現
在
も
親
交
の
あ
る

佐
田
教
頭
も
ご
一
緒
に
、
用
意
く
だ
さ

っ
た
初
代
加
川
校
長
の
手
記
や
詩
集
な

ど
を
広
げ
な
が
ら
、
現
在
の
ご
様
子
な

ど
お
話
し
く
だ
さ
る
。�

　
ど
う
や
ら
、
初
代
加
川
校
長
は
江
田

島
市
の
ご
自
宅
で
、
短
歌
や
執
筆
活
動

な
ど
さ
れ
な
が
ら
、
活
躍
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
さ
っ
そ
く
い
た
だ
い
た

地
図
を
た
よ
り
に
島
の
道
を
進
み
、
初

代
加
川
校
長
の
お
宅
に
到
着
。�

　
案
内
さ
れ
た
応
接
間
は
、
長
年
大
事

に
使
い
こ
な
さ
れ
た
、
ス
テ
キ
な
木
の

机
が
印
象
的
で
あ
る
。「
ボ
ク
は
、
今
で
も

執
筆
に
は
毎
日
こ
の
下
敷
き
を
使
っ
て

い
る
の
で
す
よ
」。
少
し
恥
ず
か
し
そ
う
に
、

ま
ず
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
な
ん
と

東
中
学
校
20
周
年
記
念
の
下
敷
き
!!
�

　
校
長
は
、
校
歌
・
校
訓
を
作
ら
れ
た

思
い
を
、
当
時
の
様
子
を
振
り
返
り
な

が
ら
お
話
し
く
だ
さ
る
。�

　
開
校
当
時
３
月
よ
り
赴
任
し
て
、
学

校
の
近
く
に
住
ま
わ
れ
て
い
た
そ
う
だ
。

ま
ず
、
朝
か
ら
夕
暮
れ
ま
で
こ
の
学
校

か
ら
見
え
る
緑
に
歓
喜
し
、
校
舎
か
ら

山
を
眺
め
、
グ
ラ
ン
ド
に
立
っ
て
校
舎

や
空
を
眺
め
、
二
河
川
と
熊
野
川
を
車

で
往
復
し
て
清
流
の
せ
せ
ら
ぎ
に
耳
を

澄
ま
し
な
が
ら
、
約
１
ケ
月
余
り
か
け

思
い
を
め
ぐ
ら
し
て
言
葉
を
選
ば
れ
た

そ
う
で
あ
る
。�

�　
こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
校
歌
に
は
、

１
番
に
、
こ
こ
を
母
校
と
し
て
育
つ
縁

あ
っ
て
結
ば
れ
た
生
徒
達
が
末
永
く
仲

良
く
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
「
友
愛
」
を
。

２
番
に
は
、
現
実
か
ら
自
分
で
課
題
を

見
つ
け
て
解
決
で
き
る
よ
う
に
「
真
実
」

を
。
３
番
に
は
、
祖
先
の
歩
ん
だ
平
和

へ
の
道
を
今
度
は
私
達
が
繋
ご
う
と
「
平

和
」
を
。
そ
し
て
４
番
で
は
、
校
訓
に

な
る
「
友
愛
・
真
実
・
平
和
」
を
誓
い

母
校
が
ま
す
ま
す
栄
え
る
こ
と
を
願
う
、

結
び
の
こ
と
ば
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。�

�　
校
歌
は
、
い
つ
も
必
ず
最
後
の
４
番

ま
で
歌
わ
れ
て
い
る
。
今
度
の
卒
業
式

に
は
、
一
緒
に
歌
う
校
歌
が
今
か
ら
ひ

と
し
お
に
思
わ
れ
る
。�

�

取
材
　
伊
藤
真
由
美
�

執筆中の初代加川次男校長

創立25周年記念碑
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��

・
石
川
県
宝
達
志
水
町
議
会�

教
育
厚
生
常
任
委
員
会�

[

視 

察 

日]�

　
平
成
１９
年
１０
月
２５
日�

[

視
察
内
容]�

　「
保
育
園
に
お
け
る
指
定
管
理
者

制
度
管
理
運
営
に
つ
い
て
」�

　「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
運
営
に
つ
い
て
」�

�

・
福
島
県
議
会
地
域
産
業�

活
性
化
対
策
特
別
委
員
会�

[

視 

察 

日]�

　
平
成
１９
年
１１
月
２２
日�

[

視
察
内
容]�

　「
地
域
産
業
再
生
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
」�

　
熊
野
町
へ
視
察
研
修
で
来
町
さ
れ
、

議
会
と
執
行
部
が
対
応
し
、
事
業
内

容
等
に
つ
い
て
熱
心
な
質
問
を
受
け

た
。� 熊

野
町
を
視
察
訪
問
!!
�

委
　
　
員
　
　
会
　
　
活
　
　
動
　
　
報
　
　
告�

（
産
業
建
設
委
員
会
）�

�

　
平
成
１９
年
１０
月
１２
日
、
産

業
建
設
委
員
会
を
開
催
し
た
。�

　
委
員
会
で
は
、
建
設
課
、

都
市
整
備
課
、
下
水
道
課
、

水
道
課
の
各
建
設
部
門
か
ら
、

平
成
１８
年
度
の
主
要
事
業
実

績
や
平
成
１９
年
度
の
主
要
事

業
進
捗
状
況
並
び
に
、
今
後

の
執
行
計
画
に
関
し
て
具
体

的
な
報
告
や
説
明
を
受
け
た
。�

　
そ
の
後
、
新
宮
深
原
地
区

に
建
設
中
の
東
部
地
域
健
康

セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
、
担
当

者
か
ら
説
明
を
受
け
、
建
築

状
況
に
つ
い
て
の
確
認
を
行

っ
た
。�

（
交
通
問
題
調
査
特
別�

委
員
会
視
察
研
修
）�

�

　
平
成
１９
年
１０
月
２５
日
、�

「
※
デ
マ
ン
ド
型
交
通
シ
ス
テ

ム
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
、

山
形
県
東
置
賜
郡
高
畠
町
と

隣
接
す
る
同
郡
川
西
町
を
視

察
し
た
。�

　
高
畠
町
で
は
平
成
２
年
に

民
間
バ
ス
が
廃
止
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
新
た
な
町
民
の

交
通
手
段
の
確
保
と
し
て
、

平
成
１７
年
か
ら
導
入
し
た
。

商
工
会
が
運
行
主
体
と
な
り
、

町
か
ら
補
助
を
受
け
て
運
営

を
行
っ
て
お
り
、
乗
降
場
所

を
限
定
せ
ず
、
ど
こ
か
ら
ど

こ
へ
で
も
利
用
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。�

　
一
方
、
川
西
町
で
は
平
成

１６
年
度
の
国
土
交
通
省
の
調

査
事
業
を
契
機
に
、
平
成
１８

年
か
ら
運
行
を
開
始
し
た
。

運
行
主
体
は
町
が
直
営
で
行

っ
て
お
り
、
乗
降
場
所
に
つ

い
て
は
公
立
病
院
等
の
町
内

６
つ
の
公
共
施
設
に
限
定
さ

れ
て
い
た
が
、
一
律
５００
円
で

利
用
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。�

　
両
町
で
大
き
く
異
な
る
点
は
、

運
行
主
体
が
商
工
会
と
町
と

い
う
こ
と
で
、
そ
の
点
を
踏

ま
え
た
研
修
内
容
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
非
常
に
有
意
義

な
研
修
と
な
っ
た
。�

　
委
員
会
と
し
て
は
、
こ
の

交
通
シ
ス
テ
ム
を
ひ
と
つ
の

公
共
交
通
の
在
り
方
と
し
て

考
え
、
現
況
の
交
通
体
系
を

考
慮
し
、
こ
れ
か
ら
も
調
査
・

研
究
を
行
っ
て
い
く
。�

�

（
総
務
厚
生
委
員
会
）�

�

　
平
成
１９
年
１２
月
２６
日
、
総
務

厚
生
委
員
会
を
開
催
し
た
。�

　
委
員
会
で
は
、
総
務
部
門
（
総

務
課
、
政
策
企
画
課
、
地
域

振
興
課
、
税
務
課
）
及
び
民

生
部
門
（
福
祉
課
、
住
民
課
、

健
康
課
、
生
活
環
境
課
）
の

各
部
か
ら
、
平
成
１９
年
度
の

主
要
事
業
進
捗
状
況
や
、
今

後
の
執
行
計
画
に
つ
い
て
具

体
的
な
説
明
を
受
け
た
。
説

明
終
了
後
は
、
各
委
員
か
ら

活
発
な
質
疑
が
相
次
ぎ
、
町

の
施
策
に
つ
い
て
現
状
を
確

認
し
た
。�

　
ま
た
、
説
明
終
了
後
は
先

進
地
視
察
研
修
に
関
す
る
協

議
を
行
っ
た
。�

�

※「デマンド型交通システム」�

　地元のタクシー会社や自治体
の小型乗合自動車で、利用者を
自宅から目的地まで送迎する交通
システムのこと。�
　低料金で気軽に利用できること
や、交通空白地区の解消が期待
できるなどの利点がある。�

東部地域健康センターを現地視察�

高畠町にて予約受付システムを視察�

川西町視察のようす�

福島県議会（工房にて伝統産業を視察）�


